
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察 

 

―
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
（
五
）

―

辻

　

博

明

一　

は
じ
め
に

―
問
題
設
定

二　

ロ
ー
マ
法

　

⑴　

保
証
制
度
の
「
推
移
」

―
担
保
保
存
義
務
制
度
の
視
点
か
ら

　

⑵　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
起
源
」
と
そ
の
継
受

―
問
題
点
の
整
理

三　

フ
ラ
ン
ス
法

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
古
法

―
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
を
中
心
に　
　
　
　
（
以
上
本
誌
六
一
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨

　

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果(

現
行
二
三
一
四
条)

、
近
時
の
変
化　

（
以
上
本
誌
六
一
巻
二
号
）

四　

ド
イ
ツ
法

　

⑴　

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
概
要

　

⑵　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
一
号
）

　

⑶　

ド
イ
ツ
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果

　
　

①　

制
度
の
本
質

　
　
　

ⅰ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
二
号
）

　
　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　
　

②　

免
責
の
要
件

　
　
　

ⅰ　

担
保
権
・
従
た
る
権
利

　
　
　

ⅱ　

債
権
者
に
よ
る
放
棄
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ⅲ　

求
償
の
可
能
性
の
喪
失

　
　

③　

効　

果

　
　
　

ⅰ　

効
果
の
性
質
・
範
囲

　
　
　

ⅱ　

免
責
主
張
の
方
法
等
―
―
抗
弁
・
過
失
相
殺
・
返
還
請
求
権

　
　
　

ⅲ　

免
除
特
約
―
―
判
例
・
学
説
の
推
移

　
　

④　

整
理
・
検
討
―
―
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較　
　
　
　
　

 　

(

以
上
本
号
）

四　

ド
イ
ツ
法

⑶　

ド
イ
ツ
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果

　

①　

制
度
の
本
質

　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　

七
七
六
条
は
、「
債
権
者
が
債
権
と
結
合
す
る
優
先
権
、
債
権
の
た
め
に
存
す
る
抵
当
権
若
し
く
は
船
舶
抵
当
権
、
債
権
の
た
め
に
存

す
る
質
権
ま
た
は
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
放
棄
す
る
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
責
め
を
免
れ
る
（
一
文
）。」「
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
が
保
証
の
引
受
後
に
成
立

し
た
場
合
も
、
同
様
で
あ
る
（
二
文
）。」（
傍
線
筆
者
・
以
下
同
様
。） 

と
規
定
す
る
。
同
条
の
文
言
・
体
系
・
沿
革
・
立
法
趣
旨
に
よ
れ

ば
、
保
証
人
が
免
責
対
象
者
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

　

次
に
、
保
証
人
以
外
に
免
責
対
象
者
が
あ
る
か
、
同
条
の
準
用
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
、
ど
こ
ま
で
準
用
が
認
め
ら
れ
る
か

が
問
題
と
な
る
。
損
害
担
保
（Garantie

）
に
つ
い
て
は
準
用
さ
れ
る
が
、
保
証
契
約
と
の
法
的
な
「
性
質
」
の
相
違
か
ら
、
同
条
二
文

の
準
用
（
類
推
適
用
）
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い）

1
（

。
質
入
（V

erpfändung

）
と
重
畳
的
債
務
引
受
（Schuldbeitritt

）
の
場
合
に
つ
い
て

は
議
論
が
あ
る
が）

2
（

、
判
例
は
準
用
を
認
め
て
い
な
い）

3
（

。
判
例
は
、
重
畳
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
、
保
証
人
と
の
「
地
位
」
の
違
い
か
ら
、
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同
条
の
準
用
を
認
め
て
い
な
い）

4
（

。
他
の
担
保
提
供
者
等
に
対
し
て
求
償
で
き
た
が
、
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
求
償
の
可
能
性
を
奪

わ
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
が
、
準
用
の
考
慮
要
素
と
な
る
（
後
述
②
ⅲ
）。

　

②　

免
責
の
要
件

　
　

ⅰ　

担
保
権
・
従
た
る
権
利

　

七
七
六
条
一
文
は
、
債
権
者
の
行
為
に
よ
っ
て
保
証
人
が
免
責
さ
れ
る
担
保
権
と
し
て
、
強
制
執
行
等
の
場
合
に
お
け
る
優
先
権
、

抵
当
権
・
船
舶
抵
当
権
・
質
権
・
共
同
保
証
人
に
対
す
る
権
利
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
担
保
権
は
、
附
従
性
を
有
し
、
法
定
譲
渡

に
よ
り
保
証
人
に
移
転
す
る
権
利
で
あ
る
（
七
七
四
条
）。
し
か
し
、
立
法
者
が
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
実
務
に
お
い
て
重

要
な
機
能
を
有
す
る
担
保
権
が
あ
る
。
譲
渡
担
保
（Sicherungsübereignung

）、
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
（Sicherungsabtretung

）、

所
有
権
留
保
（Eigentum

svorbehalt
）
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
担
保
権
は
、
附
従
性
を
有
し
な
い
が
、
七
七
六
条
の
趣
旨
・
目
的

か
ら
、
同
条
の
準
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
そ
れ
ら
の
担
保
権
の
移
転
義
務
を
負
う
限
り
、
同
条
一
文
に

お
い
て
挙
げ
ら
れ
た
担
保
権
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
と
解
さ
れ
る
。
担
保
の
た
め
の
土
地
債
務
（Sicherungsgrundschuld

）、
定
期
土
地

債
務
（Rentenschuld

）
も
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
留
置
権
・
債
権
者
の
相
殺
権
は
優
先
権
で
は
な
い
と
さ
れ
、
一
連
帯
債

務
者
の
債
務
免
除
は
、
七
七
六
条
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
求
償
の
可
能
性
か
ら
同
条
の
適
用
は
な
い
と
さ
れ
る）

5
（

（
後
述

ⅲ
）。
な
お
、
六
四
八
条
・
六
四
八
条
ａ
に
よ
る
建
築
請
負
人
の
担
保
請
求
権
に
つ
い
て
は
議
論
が
あ
る）

6
（

。

　

担
保
権
・
従
た
る
権
利
の
「
時
的
範
囲
」
に
つ
い
て
、
七
七
六
条
二
文
は
、「
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
が
保
証
の
引
受
後
に
成
立
し
た

場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。」
と
規
定
す
る
。
担
保
権
等
の
時
的
範
囲
が
広
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
契
約
締
結
時
に
ま
だ
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
担
保
権
等
が
放
棄
さ
れ
た
場
合
で
も
、
保
証
人
は
免
責
さ
れ
る
。
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ⅱ　

債
権
者
に
よ
る
放
棄

　

七
七
六
条
一
文
に
よ
っ
て
保
証
人
が
免
責
さ
れ
る
の
は
、
債
権
者
が
担
保
権
等
を
放
棄
す
る
場
合
で
あ
る
。
判
例
・
通
説
的
見
解
に

よ
る
と
、
同
条
一
文
に
お
け
る
放
棄
は
、
担
保
権
等
の
喪
失
を
生
じ
る
債
権
者
の
積
極
的
な
故
意
に
よ
る
行
為
と
解
さ
れ
て
い
る
。
債

権
者
の
法
律
行
為
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
と
し
て
、
物
的
責
任
の
解
除
、
担
保
権
の
返
還
、
換
価
の
放
棄
、
順
位
の
放
棄
、
債
務
の

免
除
等
が
あ
る
。
な
お
、
担
保
物
の
破
壊
の
よ
う
に
、
担
保
権
等
に
対
す
る
事
実
的
な
影
響
で
あ
っ
て
も
、
法
的
ま
た
は
経
済
的
に
担

保
権
の
喪
失
を
生
じ
る
と
き
は
、
法
律
行
為
に
よ
る
放
棄
と
同
様
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
担
保
権
等
が
適
切
な
価
額

で
換
価
さ
れ
弁
済
に
充
て
ら
れ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
同
条
に
お
け
る
放
棄
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る）

7
（

。
ま
た
、
債
権
者
に
は
担
保
権
等

の
保
存
・
換
価
に
つ
い
て
一
定
の
裁
量
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
一
般
的
な
取
引
慣
行
の
範
囲
内
で
の
行
為
で
あ
る
と
解
さ
れ
る

場
合
に
は
許
容
さ
れ
る
。

　

判
例
・
通
説
的
見
解
に
よ
る
と
、
担
保
権
等
の
喪
失
を
生
じ
る
債
権
者
の
不
作
為
・
過
失
に
よ
る
行
為
は
、
七
七
六
条
一
文
に
お
け

る
放
棄
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
。
債
権
者
が
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
適
時
の
請
求
を
怠
る
場
合
、
そ
の
権
利
行
使
に
過
失
が

あ
る
場
合
等
が
そ
う
で
あ
る
。
債
権
者
は
、
担
保
物
の
破
壊
や
価
格
下
落
等
に
対
し
て
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
は
な
い
と
さ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
担
保
権
等
に
つ
い
て
債
権
者
の
保
存
義
務
等
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
不
作
為
が
放
棄
と
評
価
さ
れ
る
と
す
る
主

張
が
通
説
的
見
解
に
も
あ
る）

8
（

。
さ
ら
に
、
近
時
の
有
力
多
数
説
は
、
七
七
六
条
は
担
保
の
保
存
お
よ
び
換
価
に
関
し
て
保
証
人
に
対
す

る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
具
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
（
先
述
①
ⅰ
⒜
）。
こ
の
有
力
多
数
説
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
が
担
保
権
等
の

喪
失
を
放
置
す
れ
ば
、
注
意
義
務
違
反
と
な
る
と
解
さ
れ
る）

9
（

。

　
　

ⅲ　

求
償
の
可
能
性
の
喪
失

　

七
七
六
条
一
文
は
、「
保
証
人
は
、放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
か
ら
七
七
四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度

に
お
い
て
責
め
を
免
れ
る
。」
と
規
定
す
る
。
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保
証
人
が
他
の
担
保
提
供
者
に
対
す
る
求
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償
の
可
能
性
を
失
っ
た
こ
と
が
、
免
責
の
要
件
と
解
さ
れ
る
。
求
償
の
可
能
性
が
失
わ
れ
な
い
場
合
に
は
、
同
条
の
適
用
は
な
い
。
た

と
え
ば
、
あ
る
債
務
に
つ
い
て
異
な
る
担
保
提
供
者
が
同
順
位
に
お
い
て
責
め
を
負
う
場
合
、
そ
れ
ら
の
者
は
相
互
に
「
連
帯
債
務
者
」

と
同
様
の
求
償
義
務
を
負
う
と
解
さ
れ）

10
（

、
こ
の
求
償
関
係
は
、
一
旦
生
ず
る
と
、
事
後
的
に
一
方
的
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。

つ
ま
り
、
発
生
し
た
求
償
関
係
は
、
債
権
者
が
担
保
権
を
放
棄
し
て
も
存
続
す
る
。
ま
た
、「
共
同
保
証
人
」
の
一
人
を
免
責
し
て
も
、

共
同
保
証
人
間
の
内
部
的
な
求
償
権
は
影
響
を
受
け
な
い
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る）

11
（

。

　

担
保
権
等
の
放
棄
と
保
証
人
の
求
償
の
可
能
性
の
喪
失
と
の
間
に
関
連
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
担
保
権
等
の
放

棄
が
求
償
の
可
能
性
の
喪
失
と
関
係
し
な
い
場
合
に
は
、
同
条
の
適
用
は
な
く
、
保
証
人
よ
り
劣
後
し
て
責
め
を
負
う
担
保
権
等
を
放

棄
し
て
も
、
免
責
さ
れ
な
い
。
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
求
償
権
が
侵
害
さ
れ
な
け
れ
ば
、
同
条
の
適
用
は
な
い
。

た
と
え
ば
、
担
保
権
等
の
放
棄
が
そ
の
受
益
者
の
求
償
関
係
に
お
け
る
負
担
部
分
を
超
え
な
い
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
放
棄
さ
れ
た
担

保
権
等
は
、
価
値
を
有
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
に
移
転
し
た
で
あ
ろ
う
時
点
に
お
い
て
担
保
権
が
価
値
を
有

し
な
い
場
合
や
、
求
償
関
係
に
あ
る
共
同
債
務
者
が
無
資
力
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
条
の
適
用
は
な
い
。
こ
の
場
合
、
同
条
の
効
果
を

契
約
侵
害
に
よ
る
損
害
賠
償
と
位
置
付
け
る
説
に
よ
れ
ば
（
先
述
①
ⅰ
⒜
）、
損
害
が
な
い
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
権

等
か
ら
保
証
人
が
求
償
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ど
う
か
は
、
内
部
関
係
で
は
な
く
、
保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
法
的
関
係
か
ら
判
定

さ
れ
る）

12
（

。

　

③　

効　

果

　
　

ⅰ　

効
果
の
性
質
・
範
囲

　

判
例
・
通
説
的
見
解
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
、
担
保
権
等
を
放
棄
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
保
証
人
に
不
利
益
を
生
じ
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
、
い
わ
ゆ
るO

bliegenheit

を
負
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
債
権
者
は
、
担
保
に
関
し
て
損
害
賠
償
請
求
権
を
根
拠
付
け
る
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法
的
義
務
（Pflicht

）
を
負
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
七
七
六
条
に
よ
っ
て
生
ず
る
効
果
は
、O

bliegenheit

違
反
に
よ
る
保
証

債
権
の
「
失
効
」（V

erw
irkung

）
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
保
証
債
権
が
失
効
す
る
範
囲
は
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
権
等
か
ら
七
七
四
条
に

よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
有
力
多
数
説
は
、
同
条
は
担
保
の
保
存

お
よ
び
換
価
に
関
し
て
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
具
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
。K

nütel

に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は

保
証
人
に
対
し
て
配
慮
義
務
を
負
う
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
同
条
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
積
極
的
債
権
侵
害
に
よ
る
「
損
害
賠
償
請

求
権
」
が
生
じ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
認
め
ら
れ
る
範
囲
は
、
保
証
債
権
の
全
額
免
除
を
上
限
と
す
る
と
さ
れ

る
）
13
（

（
先
述
①
）。

　
　

ⅱ　

免
責
主
張
の
方
法
等

―
抗
弁
・
過
失
相
殺
・
返
還
請
求
権

　

免
責
の
要
件
に
つ
い
て
の
証
明
責
任
は
、
保
証
人
が
負
う
と
さ
れ
る
。
免
責
の
効
果
は
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ

て
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
の
で
な
く
、
職
権
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
権
利
消
滅
的
「
抗
弁
」（Einw

endung

）
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
担

保
権
等
の
喪
失
の
原
因
が
保
証
人
の
行
為
に
も
あ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
は
「
過
失
相
殺
」
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
保

証
人
が
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
を
知
ら
ず
に
そ
の
債
務
を
履
行
し
た
場
合
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
担
保
権
等
か
ら
七
七

四
条
に
よ
っ
て
賠
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
限
度
に
お
い
て
、債
権
者
に
対
し
て「
返
還
請
求
権
」を
有
す
る
と
解
さ
れ
る）

14
（

。

　
　

ⅲ　

免
除
特
約

―
判
例
・
学
説
の
推
移

　

七
七
六
条
は
「
任
意
規
定
」
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
人
は
同
条
に
よ
る
免
責
効
果
を
担
保
権
等
の
放
棄
の
前
ま
た

は
そ
の
後
に
お
い
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
担
保
権
等
の
放
棄
は
同
条
の
内
容
を
変
更
す
る
合
意
で
あ
り
、
七
六
六

条
一
文
に
よ
り
「
書
面
」
に
よ
る
こ
と
を
要
す
る
。
担
保
権
等
の
放
棄
に
対
す
る
保
証
人
の
明
示
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
保
証
人

に
は
免
責
を
主
張
す
る
こ
と
な
く
責
め
を
負
う
旨
の
意
思
表
示
が
あ
る
と
解
さ
れ
る
。明
示
的
な
放
棄
の
意
思
表
示
が
な
い
場
合
で
も
、

保
証
人
の
意
思
表
示
の
解
釈
ま
た
は
諸
事
情
か
ら
、
放
棄
の
有
無
が
推
論
さ
れ
る
。
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実
務
に
お
い
て
は
、
個
別
の
契
約
に
よ
っ
て
保
証
人
か
ら
放
棄
に
つ
い
て
同
意
を
と
る
方
式
よ
り
も
、「
書
式
」
を
用
い
て
放
棄
さ
せ

る
方
式
が
一
般
化
し
て
い
る
。
特
に
議
論
の
あ
る
の
は
、
銀
行
取
引
に
お
け
る
書
式
に
よ
る
放
棄
で
あ
る
。
個
別
の
契
約
に
お
い
て
放

棄
す
る
担
保
権
等
を
指
定
し
て
保
証
人
の
同
意
を
と
る
方
式
と
は
異
な
り
、
書
式
に
よ
っ
て
「
包
括
的
」
に
担
保
権
等
を
放
棄
さ
せ
る

こ
と
は
、
保
証
人
が
他
の
担
保
を
考
慮
し
て
保
証
を
引
き
受
け
た
期
待
に
反
す
る
こ
と
等
か
ら
、
そ
の
許
容
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
た）

15
（

。

　

従
来
の
判
例
に
よ
る
と
、
包
括
的
な
放
棄
条
項
の
あ
る
信
用
保
証
（K

reditbürgschaft

）
の
事
案
に
お
い
て
、
恣
意
的
で
保
証
人
の

不
利
益
と
な
る
処
分
は
許
さ
れ
な
い
が
、
担
保
権
等
の
換
価
に
際
し
て
和
解
等
の
処
分
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
が
経
済
的
に
意
味
の
あ
る

場
合
に
は
、
普
通
取
引
約
款
規
制
法
（A

GBG

）
九
条
二
項
一
号
（
現
行
・
民
法
三
〇
七
条
二
項
一
号
）
の
適
用
は
な
く
、
無
効
と
な
ら

な
い
と
解
さ
れ
た）

16
（

。
信
用
取
引
に
お
け
る
担
保
の
操
作
等
の
必
要
性
か
ら
、
書
式
に
よ
る
同
条
の
適
用
の
排
除
を
認
め
て
い
た）

17
（

。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
判
例
に
よ
る
と
、
包
括
的
な
書
式
に
よ
る
放
棄
は
、
信
義
則
に
反
し
て
保
証
人
に
不
適
切
な
不
利
益
を
与

え
る
と
し
、
七
七
六
条
の
趣
旨
に
反
し
さ
ら
に
普
通
取
引
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る）

18
（

。
同

様
の
解
釈
が
通
説
化
し
て
い
る）

19
（

。

　

④　

整
理
・
検
討

―
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論
と
比
較
し
、
整
理
・
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

制
度
の
「
趣
旨
」「
法
的
構
成
」
に
つ
い
て
、
通
説
的
見
解
は
、
片
務
契
約
で
あ
る
保
証
契
約
は
、
当
事
者
間
に
特
約
が
な
い
ま
た
は

信
義
則
の
適
用
が
な
い
場
合
、
原
則
と
し
て
、
債
権
者
の
契
約
上
の
義
務
は
付
随
義
務
と
し
て
も
生
じ
な
い
と
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
七

七
六
条
を
例
外
的
性
質
を
有
す
る
特
別
規
定
で
あ
る
と
位
置
付
け
、
同
条
か
ら
い
わ
ゆ
る
法
的
義
務
（Pflicht

）
を
根
拠
付
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
す
る
。
こ
の
解
釈
は
大
枠
に
お
い
て
立
法
趣
旨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
法
当
時
に
は
な
か
っ
た

O
bliegenheit

と
い
う
新
た
な
概
念
を
用
い
て
、
そ
の
制
度
趣
旨
を
法
的
に
再
構
成
し
て
お
り
、
ま
た
、
信
義
則
等
に
よ
る
法
的
義
務

担保保存義務に関する一考察713

九
一



の
発
生
を
認
め
る
点
で
異
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
力
多
数
説
は
、
七
七
六
条
は
債
権
者
のO

bliegenheit

で
は
な
く
、
注
意
義
務

（Sorgfaltspflicht

）
を
具
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
通
説
的
見
解
と
は
異
な
り
、
同
条
は
例
外
的
性
質
を
有
す

る
特
別
規
定
で
は
な
い
と
す
る
。
そ
の
方
向
性
が
最
も
鮮
明
で
あ
る
の
が
、K
nütel

の
主
張
で
あ
る
。K

nütel

は
、
保
証
の
場
合
に

も
債
権
者
の
一
般
的
な
注
意
義
務
を
肯
定
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
通
知
義
務
等
だ
け
で
な
く
、
七
七
六
条

に
お
け
る
債
権
者
の
義
務
も
導
き
出
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
免
責
「
効
果
」
の
性
質
に
つ
い
て
、
保
証
人
の
請
求
権
を
法
的
な
義
務

違
反
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
と
す
る
。
七
七
六
条
に
お
い
て
は
、O

bliegenheit

違
反
で
は
な
く
、
積
極
的
債
権
侵
害
が

問
題
と
な
る
と
す
る
。
さ
ら
に
、K

nütel

は
、
同
条
違
反
の
効
果
と
し
て
、
保
証
債
権
の
失
効
の
み
を
主
張
す
る
通
説
的
見
解
に
よ
る

と
、
債
権
者
に
対
し
て
一
定
の
行
為
を
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
。
一
方
、
判
例
は
、
原
則
と
し
て
、
保
証
人
に
対
す
る
債

務
者
の
注
意
義
務
を
認
め
な
い
立
場
を
取
り
続
け
て
い
る
が
、
例
外
の
範
囲
を
慎
重
に
限
定
し
つ
つ
も
、
債
権
者
の
注
意
義
務
が
生
ず

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
信
義
則
の
適
用
の
あ
る
場
合
、
契
約
締
結
上
の
過
失
の
適
用
が
あ
る
場
合
、

債
権
者
が
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
を
合
意
に
よ
っ
て
引
き
受
け
た
場
合
で
あ
る
（
先
述
①
ⅰ
⒜
、
③
ⅰ
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
判
例
・
通
説
的
見
解
は
、
原
則
と
し
て
、
保
証
人
に
対
す
る
債
務
者
の
注
意
義
務
を
認
め
な
い
と
す
る
が
、
例
外
の

範
囲
を
慎
重
に
限
定
し
つ
つ
も
、
債
権
者
の
注
意
義
務
が
生
ず
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
し
か
も
近

時
に
お
い
て
は
、
七
七
六
条
は
債
権
者
の
注
意
義
務
を
具
体
化
し
た
規
定
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
有
力
と
な
り
通
説
的
見
解
を
凌
ぐ
ほ

ど
に
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
議
論
と
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
沿
革
的
に
見
て
も
、
債
権
者
の
保
証
人

に
対
す
る
義
務
を
認
め
る
こ
と
に
非
常
に
慎
重
で
あ
っ
た
が
、
長
い
議
論
の
積
み
重
ね
を
経
て
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
義
務
を

一
定
の
範
囲
で
承
認
す
る
方
向
に
あ
る
。

　

免
責
の
第
一
「
要
件
」
で
あ
る
担
保
権
等
に
つ
い
て
、
七
七
六
条
二
文
は
、「
放
棄
さ
れ
た
そ
の
権
利
が
保
証
の
引
受
後
に
成
立
し
た

場
合
も
、
同
様
で
あ
る
。」
と
規
定
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
証
契
約
締
結
時
に
ま
だ
成
立
し
て
い
な
か
っ
た
担
保
権
等
が
放
棄
さ
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れ
た
場
合
で
も
保
証
人
は
免
責
さ
れ
（
先
述
②
ⅰ
）、
フ
ラ
ン
ス
民
法
（
先
述
三
⑶
②
ⅰ
⒝
）
に
お
け
る
よ
り
も
担
保
権
等
の
時
的
範
囲

が
広
い
。
次
に
、
免
責
の
第
二
要
件
で
あ
る
放
棄
に
つ
い
て
、
判
例
・
通
説
的
見
解
に
よ
る
と
、
債
権
者
は
、
原
則
と
し
て
、
担
保
物

の
破
壊
や
価
格
下
落
等
に
対
し
て
特
別
な
措
置
を
講
ず
る
義
務
を
負
わ
な
い
た
め
、
債
権
者
の
不
作
為
・
過
失
に
よ
る
担
保
権
等
の
喪

失
は
七
七
六
条
に
お
け
る
放
棄
に
は
当
た
ら
な
い
と
解
さ
れ
る
（
フ
ラ
ン
ス
民
法
と
の
相
違
（
先
述
三
⑶
②
ⅱ
））。
こ
れ
に
対
し
て
、
近

時
の
有
力
多
数
説
は
、
七
七
六
条
は
担
保
の
保
存
お
よ
び
換
価
に
関
し
て
保
証
人
に
対
す
る
債
権
者
の
注
意
義
務
を
具
体
化
し
た
規
定

で
あ
る
と
し
、
債
権
者
が
担
保
権
等
の
喪
失
を
放
置
す
れ
ば
、
注
意
義
務
違
反
と
な
る
と
解
さ
れ
る
（
先
述
②
ⅱ
）。
債
権
者
に
よ
る
放

棄
の
内
容
・
範
囲
は
、
制
度
の
位
置
付
け
・
法
的
構
成
と
深
く
関
わ
る
。
さ
ら
に
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保

証
人
が
他
の
担
保
提
供
者
に
対
す
る
求
償
の
可
能
性
を
失
っ
た
こ
と
が
、免
責
の
第
三
要
件
と
解
さ
れ
て
お
り
、求
償
の
可
能
性
が
残
っ

て
い
る
場
合
に
は
同
条
の
適
用
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
議
論
の
あ
る
の
は
、
連
帯
債
務
や
共
同
保
証
の
場
合
で
あ
り
、「
免
責
対
象
者
」

の
範
囲
に
影
響
す
る
（
先
述
②
ⅲ
、
①
ⅱ
）。
求
償
で
き
る
地
位
に
あ
っ
た
か
、
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
求
償
の
可
能
性
が
失
わ
れ
た
か

が
問
題
と
な
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
民
法
と
比
較
す
る
と
、
ド
イ
ツ
民
法
に
お
い
て
は
、
担
保
権
等
の
移
転
よ
り
も
む
し
ろ
求
償
権
の
存
在
が
重
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
窺
え
る
。
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
は
、
求
償
の
可
能
性
を
巡
る
議
論
は
前
面
に
出
て
こ
な
い
。
原
理
部
分
に
関
わ
る
問
題

で
あ
る
。

　

免
責
の
「
効
果
」
は
、
債
権
者
に
よ
る
担
保
権
等
の
放
棄
に
よ
っ
て
法
律
上
当
然
に
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
職
権
に
よ
っ
て
考
慮
さ

れ
る
権
利
消
滅
的
な
抗
弁
に
よ
る
と
さ
れ
る
（
先
述
③
ⅱ
）。
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
い
て
も
、
保
証
人
は
抗
弁
と
し
て
免
責
を
主
張
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
（
先
述
三
⑶
③
ⅱ
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
民
法
五
〇
四
条
の
立
法
過
程
に
お
い
て
は
、
担
保
権
等
の
放

棄
に
よ
っ
て
直
ち
に
免
責
の
効
果
が
生
ず
る
と
改
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
民
法
草
案
に
は
ほ
と
ん
ど
同
一
の
規
定
が
あ
る
と
す
る
説

明
が
あ
る）

20
（

。
そ
の
後
の
判
例
・
学
説
に
お
け
る
免
責
効
果
の
発
生
に
関
す
る
解
釈
に
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
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「
免
除
特
約
」
は
、
実
務
に
お
い
て
は
、
書
式
を
用
い
て
放
棄
さ
せ
る
方
式
が
一
般
化
し
て
お
り
、
銀
行
取
引
に
お
い
て
重
要
な
機

能
を
有
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
書
式
に
よ
っ
て
包
括
的
に
担
保
権
等
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
は
、
保
証
人
の
他
の
担
保
に
対
す

る
代
位
の
期
待
に
反
す
る
こ
と
等
か
ら
、
従
来
か
ら
議
論
が
見
ら
れ
た
。
判
例
は
当
初
、
保
証
人
の
不
利
益
と
な
る
恣
意
的
な
行
為
は

許
さ
れ
な
い
と
し
つ
つ
も
、
そ
れ
が
経
済
的
に
意
味
の
あ
る
場
合
に
は
、
普
通
取
引
約
款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
（
現
行
・
民
法
三
〇
七

条
二
項
一
号
）
の
適
用
は
な
く
、
無
効
と
な
ら
な
い
と
解
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
時
の
判
例
は
、
そ
の
判
断
を
変
更
し
、
包

括
的
な
書
式
に
よ
る
放
棄
は
信
義
則
に
反
し
保
証
人
に
不
適
切
な
不
利
益
を
与
え
る
と
し
て
、
七
七
六
条
の
趣
旨
に
反
し
普
通
取
引
約

款
規
制
法
九
条
二
項
一
号
に
よ
っ
て
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
に
至
り
、
通
説
化
し
て
い
る
（
先
述
③
ⅲ
）。
包
括
的
な
文
言
に
よ
る
書
式

等
に
よ
る
免
除
特
約
の
効
果
に
制
限
を
加
え
る
方
向
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
は
、
保
証
人
の
保
護
を
さ
ら
に
推
し

進
め
て
お
り
、
二
〇
三
七
条
（
現
行
二
三
一
四
条
）
を
強
行
法
規
と
位
置
付
け
る
に
至
っ
て
お
り
（
一
九
八
四
年
）、
免
除
特
約
は
認
め

ら
れ
な
い
（
先
述
三
⑶
③
ⅲ
）。

　

最
後
に
、
七
七
六
条
に
基
づ
く
免
責
の
「
実
務
」
上
の
意
義
が
問
題
と
な
る
。
七
七
六
条
は
任
意
規
定
と
解
さ
れ
て
お
り
、
包
括
的

な
書
式
等
に
よ
る
場
合
に
は
無
効
と
な
る
と
さ
れ
る
が
、
免
除
特
約
を
一
律
に
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
債
権
者
が
担

保
権
等
を
放
棄
し
て
も
、
保
証
人
が
他
の
担
保
提
供
者
に
対
す
る
求
償
の
可
能
性
を
失
わ
な
い
場
合
に
は
、
同
条
の
適
用
は
な
い
。
近

時
の
判
例
は
、
保
証
人
の
求
償
の
可
能
性
が
残
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
認
め
て
い
る
（
先
述
②
ⅲ
）。
ま
た
、
同
条
に
お
け
る

免
責
対
象
者
の
範
囲
は
広
く
な
い）
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。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
現
在
の
実
務
に
お
い
て
は
、
七
七
六
条
に
基
づ
く
免
責
効
果
の
生
ず
る
場
合

が
多
い
と
は
い
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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た
だ
し
、
抵
当
権
に
つ
い
て
は
、
七
七
六
条
と
類
似
の
規
定
が
一
一
六
五
条
に
あ
る
。
同
条
は
、
債
権
者
に
よ
る
抵
当
権
の
放
棄
等
に
よ
る
「
債

務
者
」
の
免
責
を
規
定
す
る
。
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